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素敵な音色で生活に潤いを
「オカリーナ幸」

ガーデニングで市民主体のまちづくり
宮前ガーデニング倶楽部

　「オカリーナ幸」は、幸市民館が開催したオカリナ基
礎コースを受講したメンバーが、「このまま解散するの
はもったいない」ということで 17 年前に設立しました。
現在、会員は 20 名で、第 2･4 土曜日に幸市民館等で練
習しています。
　会長の出浦さんは「オカリナは手先を使うので健康に
もよく、懐かしい曲を仲間と一緒に演奏できるようにな
ることが、とても励みになります」、副会長の赤塚さん
は「オカリナは音色もよく、持ち運びも便利で気にいっ
ています。みなさんと会話を交わしながら親睦も深まり
ます。音を合わせて演奏ができ、とても楽しい」と話し
ていました。
　5月の定例会では、幸市民館の音楽室で 4～ 5 人に分
かれ、パート別に課題曲を練習していました。

　1999（平成 11）年「ガーデニン
グを道具に市民主体のまちづく
り」をモットーに、宮前ガーデニ
ング倶楽部（以下、「倶楽部」と
略します）が発足しました。
　「宮崎台駅前花壇」は、2005（平
成 17）年の第１回川崎市わがまち
花と緑のコンクール（緑化部門）
で大賞を受賞しました。

　宮前平駅から宮前市民館
へ行く富士見坂の途中にあ
る「ポケットパーク」は、
倶楽部発祥の地となってお
り、第4回コンクールでは、
なごみ賞を受賞しました。
　毎週水曜日・土曜日 10 時～ 12 時を定例活動日として
います。花壇の活動場所は、東急田園都市線宮前平駅前、
富士見坂途中のポケットパーク、宮前区役所市民広場、
宮崎台駅前、矢上川が中心ですが、第 2･4 水曜日は生田
ゴルフ場にも出かけています。生田ゴルフ場の花壇は、
デザインから植え込み、手入れまで行い市民活動ながら
事業収入を得ています。

　花植えや維持管理に参加している会員は 15 名です
が、見るだけ（賛助）会員は 40 人以上登録されています。
取材時にも、植込みの様子を見ながら「きれいに植えた
ね」とあたたかく声をかける会員がいました。
　花壇に必要な物の調達には予算もかかりますが、昨年
は東急の『みど＊リンク』からの支援金で、花壇の縁取
りをコンクリート擬木で作りかえることができました。
その他木製の道具倉庫、レンガ、通路に敷くソバ殻など
を地域の方から頂き再利用
しています。
　「宮崎台ふる里さくら祭
り」では、花壇の前にステー
ジができ、毎年祭りに出店
して協力しています。
　さらに、ガーデニング活
動以外でも、宮崎台小学校
の 4年生の総合的な学習の
時間（春と秋）の講師も務めています。5月には、太陽
熱温水器の原理を上手に実験し、子どもたちから拍手が
起こりました。秋の青空教室では、タネだんごづくりと
ハーブバターづくりをする予定です。
　倶楽部の会員のみなさんは、田園都市線沿線地域を花
いっぱいのまちにして、コミュニティの輪を広げようと
日々楽しく活動しています。
　新会員募集中！！年会費は 1,000 円とのことです。

　発表の機会として、毎年 12 月に自主コンサートを開
催しています。ふだん練習している曲を知り合いの方
や、市民館利用者等に聴いてもらいます。
　また、毎年 3月に幸市民館で行われるセンター祭りで
演奏しています。
　2013（平成
25）年 10 月
には、市制
90 周年プレ
イベントと
して行われ
た「シニア
音楽祭」で演奏しました。また、2015（平成 27）年 9 月
に行われた「プラチナ音楽祭」では、「コンドルは飛ん
で行く」と「シルクロード」を披露し、情感のこもった
音色を奏でました。
　会員の皆さんは、発足当時からご指導され、演奏曲の
選曲も一緒に考えてくださる水本一孝先生にとても感謝
しているとのことです。
　デイサービースの介護施設からの演奏依頼等には、参
加できる有志のメンバーで慰問して演奏会を開いていま
す。ぜひ、お問い合わせください。

▲自主コンサート

■問合せ　出浦 英二さん ℡ 090-6028-3860

■問合せ　河井 明子さん　℡ 080-5040-7746

▲ベンチのあるポケットパーク

▲宮崎台駅前花壇

▲倶楽部の会員のみなさん

▲ユニホームでシニア音楽祭に参加

史跡や寺社をていねいに案内
高津シルバーガイドの会

　高津シルバーガイドの会（以下、「同会」と略します）
は、高津市民館が 1996（平成 8）年に主催した「高齢者
教室」で郷土の歴史を学んだ人たちが中心となって発足
しました。
　同会は、身近な地域の歴史を知ってもらおうと高津区
内の史跡や寺社を案内している会です。年間の活動は多
岐にわたり、充実しています。現在の会員は 36 名。散
策部とガイド部が中心となって事業を推進しています。
　散策部は、毎月第 4 木
曜日（雨天の場合は翌月
第 2 木曜）に例会を開催
し、自主研修を深めてい
ます。散策部の部会長さ
んは、同会の最高齢で 86
歳、毎月の散策例会の先
頭で活動しています。

　高津区文化振興事業として昨年から「高津のさんぽみ
ちガイド養成講座」を同会の下部組織「高津歴史・文化
研究会」と高津区役所が共催して実施しています。
　この講座は、実際に高津区の歴史・文化・史跡等の魅
力を広く市民に発信するガイドを目指す講座（8月～ 12
月：全 8回）となっています。
　講座に向け、同会では、きめ細かで膨大なガイド用の
テキストを作成しています。ガイドのキーワードとし
て、「安全誘導」「時間管理」「わかりやすさ」を大切に
しています。さらに、おもてなしの心を大事にし、「笑顔」
「身だしなみ」「言葉づかい」「話し方」等にも配慮して
います。写真を使う際も、その場所の紅葉の時、雪が降っ
た時、昔と今の比較の写真、春の景色と秋の景色の写真
等に配慮しながら、資料の有効な提示を工夫しています。 
　昨年度受講した方から、今年度、新たに 3名の方が同
会へ入会しました。

　同会代表の佐藤 忠さんは、溝口生ま
れで幼少期から地元高津区に住んでい
ます。
　大山街道を案内する時、シニア世代
のグループには二子神社の脇から次の
所へ案内するそうです。そこは、昔の
二子三業地という場所で、かつて花街
「二子新地」で昭和初期から昭和 40 年

代までの間、華やかな賑わいを見せていたそうで、今は、
その面影はありませんが、唯一残る料亭の前に案内し、
その当時の※三業地の配置図を示しお話すると、中には
「若い頃来ました」と、懐かしそうに話をする方もおられ
るそうです。

　大山街道ふるさと館のフェスタや講座にも協力してい
ます。今年 3月に行われた第 13 回大山街道フェスタで
は、「納め太刀（おさめ
たち）」の体験を来館者
にしてもらいました。ま
た、大山街道ふるさと館
が主催しているまち歩き
講座「溝ノ口から下作延
を歩く（4 月）」「二子新
地から諏訪、北見方を歩
く（2017 年 1 月）」の講師も務めています。

　市民に向けて高津区のモデルコースの史跡等を案内す
る中で配慮していることがあります。①公に使うことの
できるトイレの確認と清潔な使用　②土日は、交通機関
や見学先がとても混雑するので、平日に実施　③年齢構
成等を考慮しながら、前・
中・後にガイドを配置し
て、参加者の安全を守る
工夫　④神社仏閣への事
前連絡（入っては
いけない場所・触ったり
移動したりしないこと・
撮影禁止の確認）等です。

■主なモデルコース
①神奈川道「片町から新作八幡宮まで歩く」（約 3km）
②大山街道「歴史ウォッチングガイド・二子橋・二子の
渡しから笹の原まで（梶が谷駅）」（約 3.3km）
③「古墳と古代を歩く（貝塚と古墳・古代のロマンルート）」 
④「久末の森と緑・義民の歴史にふれ、野菜作りを見学
するコース」

■問合せ　佐藤 忠 さん　℡ 044-833-2879

※三業地とは芸妓置屋・待合・料亭の三業種（約 50 軒、
100 人の芸者がいた）の営業が許可された区域のこと。

高津のさんぽみち・ガイド養成講座

地域の史跡等を案内しています

■ガイド申込方法
　電話、Fax、ハガキ
■ガイド申込期限
　１ヶ月前まで

■ガイド料金　
　１人：500 円
　団体：5,000 ～ 10,000 円
　（人数等により相談） 

　同会の会員のみなさん
は、新コースの開拓に向け
日々研修を積んでいます。

ガイドを希望する方は、お気軽にお問い合わせください。

▲毎月第4木曜日の散策例会

 ▲佐藤 忠 さん

▲ 納め太刀

▲ガイド部で案内する影向寺の
サルスベリと太子堂

▲大山街道高津区
片町の庚申塔
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